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 （仮称）第３期県立高校将来構想

◎前期再編計画 ◎第１次実施計画期間
◎後期再編計画 ◎第２次実施計画期間

全県一学区施行 ◎第３次実施計画期間
学校活性化プロポーザル事業

高校教区充実支援事業
学校いきいき夢プラン事業

　学ぶ土台づくり普及併発事業の推進

・特色ある学科の配置 ●迫桜開校 ◇石巻工・米谷工学科転換
◇飯野川・加美農学科転換 ◇米山学科転換 ◇河南高校総合学科に転換

◇黒川学科転換 ◇南郷・古川工・鶯沢工学科転換 ◇黒川高校学科転換 ・基礎基本となる知識の定着
・全日制高校の充実 ◇上沼・柴田農林・石巻商学科転換 ・知識を活用した課題解決力の育成
・定時制及び通信制の充実 ●東松島開校 ●田尻さくら開校 ・人間関係を構築する力の育成
・中高一貫教育及び中高連携教育の推進 ●古川黎明・古川黎明中学開校 ●仙台青陵中等教育学校開校 ・学校外の教育資源の活用

●二華中学開校
・多様な個性や特性に対応した教育の推進 ◇志津川連携型中高一貫開始

　志教育の推進
MAPの推進

・勤労観・職業観の育成 ◇水産高校の海洋総合科拡充
・変化に対応できる基本姿勢の育成 ●登米総合産業開校

・学校評議員制度の導入 宮城県学校評議員制度の運用方針 ◇学校関係者評価 　　　※大河原地域における高校の在り方検討
・学校の自己点検・自己評価システムの導入 ◇学校評価システムの導入
・生徒による授業評価の充実
・学校自由見学日の設定 ・地域とつながる高校づくりの推進 △登米総合産業（再掲）
・学校施設の開放 ・開かれた高校づくりと安全対策の強化 ◇松島高校観光科設置
・その他開かれた学校づくりに向けた取組

・教員の資質の向上
○白石・白石女子統合 ・学校改善の定着
○塩釜・塩釜女子統合 ・効率的・効果的な施設整備の推進

・多様な生徒の受け入れ態勢の整備 ●通信制美田園開校
●角田・角田女子統合 ●仙台商・仙台女商統合
●築館・築館女子統合 △田尻さくら開校（再掲） ※水産高校・農業高校・気仙沼向洋高校の再建
△東松島開校（再掲） ▲宮農秋保・黒川大郷閉校
●気仙沼・鼎が浦統合 ▲飯野川閉校 　防災教育の推進

△大河原商業定時制２クラス化
△迫桜開校（再掲） ・心のケアと防災教育の充実 ◇多賀城高校・災害科学科を新設

・宮城の復興を担う産業人材の育成
・復興活動への参画促進

●古川共学化 ●仙台第二共学化 △通信制美田園開校（再掲）
△古川女子 ●宮城第一女子共学化→宮城第一
　　→古川黎明 ●仙台第三共学化 △上沼・米山・米谷工・登米商業学科　統合
　　（再掲） ●仙台第一共学化 ▲鶯沢工閉校 →登米総合産業開校（再掲）

●石巻共学化 ●仙台第二女子共学化 →岩ヶ崎鶯沢校舎
●石巻女子共学化 →仙台二華 ●石巻市立女子・市立女子商統合
→石巻好文館 ●仙台第三女子共学化 →石巻市立桜坂
●石巻商業共学化 →仙台三桜 ※「震災からの教育の復興に向けた取組」 ▲女川閉校

は，第２次実施計画策定時に追加したもの。 ●気仙沼・気仙沼西統合
→（仮称）気仙沼開校（予定）

※分校含む

（２）県立高校将来構想及び新県立高校将来構想の推進状況

県立高校将来構想  新県立高校将来構想（現構想）

　　　　MITYAGI　Styleの推進

ｍｙプラ
ン事業

個性輝く高校づくり事業
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魅力ある高校づくり 

開かれた学校づくり 

学級減及び学校再編 

男女共学化の推進 

小規模校の再編基準 

学校評議員導入率 

１００％ 

全日制公立高校学級数 

４９２学級→３９４学級 
男女別学率 

２８．６％→０％ 

昼夜多部・単位制高校 

１校→３校 

中高一貫教育校 
４校（併設型・連携型・

中等教育学校） 

全日制公立高校数 

８８校→８０校 

定時制独立高校数 

４校→６校 

学力の向上 

キャリア教育の充実 

志（こころざし）教育の推進 

地域のニーズに応える 
高校づくりの推進 

学校編成 

学科配置 

新
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教育環境の充実 

・学校経営の改善 

※震災からの教育の 

復興に向けた取組 

全日制公立高校学級数 

３９４学級→３７３学級 

※H29年度現在 

新たな学科 

２学科（２校）設置 

１学科（１校）拡充 

総合産業高校 
０校→１校 

全日制公立高校数 

８０校→７１校 

※H29年度現在 

通信制独立高校 

０校→１校 
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